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私
自
身
の
経
験
か
ら
「
夢
を
描
く
」
こ
と
の
大
切
さ
を
理
事

長
所
信
に
思
い
を
込
め
て
記
し
、
メ
ン
バ
ー
と
共
に
二
〇
一
八

年
の
歩
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
も
先
輩
諸
氏
の
皆

様
に
は
、
私
ど
も
の
運
動
に
対
し
様
々
な
場
面
で
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
「
未
来
を
照
ら
す
夢
を
描
け
！
〜
次
代
の
先
駆
者
と
し
て
〜
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
誰
も
が
夢
を
描
く
こ
と
の
で
き
る
地

域
の
創
造
を
目
指
し
行
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
北
見
の
冬
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
創
り
上

げ
た
「
Ｊ
Ｏ
Ｙ
冬
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
題
し
た
一
泊
二
日
の

宿
泊
体
験
は
、
北
海
道
Ｊ
Ｃ
ア
ワ
ー
ド
二
〇
一
八
に
て
Ｈ
Ｄ
賞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
様
々
な
機
会
か
ら
感
動
や
自
己

成
長
へ
と
つ
な
げ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
北
見
学
生
連
合
。
「
ま
ち
お

こ
し
」
を
追
求
し
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
第

六
十
五
回
北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
。
記
念
す
べ
き
第
十
回
と
な
る

北
見
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
台
風
の
影
響
で
中
止
の
判
断

を
し
ま
し
た
が
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
で
は
な
く
な
っ

た
時
に
、
そ
れ
で
も
前
を
向
き
積
極
的
に
次
の
行
動
を
始
め
る

実
行
委
員
会
の
背
中
に
地
域
協
働
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
自
己
研
鑽
を
重
ね
、
誰
も
が
憧
れ
る

リ
ー
ダ
ー
像
を
目
指
し
メ
ン
バ
ー
の
資
質
向
上
に
努
め
、
来
た

る
二
〇
一
九
年
の
地
区
大
会
主
管
に
向
け
た
準
備
に
も
注
力
し
、

Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
意
識
統
一
を
図
る
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
山
本
英
和
道
東
エ
リ
ア
担
当
副
会
長
を
筆
頭
に
、
多
く
の
出

向
者
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
、
北
見
Ｊ
Ｃ
を
大
い
に
発
信
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
青
木
直
前
会
頭
を
招
い
て
の
異
業

種
交
流
会
や
新
た
な
試
み
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
交
流
会

の
開
催
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
夢
を
描
き
行
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
成
長
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
を

持
ち
歩
み
続
け
た
二
〇
一
八
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
私
自
身
最
後
ま
で
気
を
抜
く
こ
と
な
く
役
割
を
全
う

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
度
は
山
中
大
輔
次
年
度
理
事
長
、
堀
江
雄
介
主

管
実
行
委
員
長
を
中
心
に
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
、
高
い
意

識
の
も
と
和
の
心
で
感
動
の
物
語
を
創
り
上
げ
北
見
か
ら
北
海

道
を
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
先
輩
の
皆
様
に
は
、
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
そ
し
て
ご
指
導
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

９月第一例会９月第一例会 11月23日（金）
担当：地区大会特別委員会

９月第二例会９月第二例会 9月18日（火）
担当：委員長連絡会議

10月第一例会10月第一例会 10月6日（土）・10月7日（日）
担当：地域協働委員会

10月第二例会10月第二例会 10月23日（火）
担当：次年度専務理事

11 月 例 会11 月 例 会 11月7日（水）
担当：会員研修委員会

12 月 例 会12 月 例 会 12月2日（日）
担当：アカデミー委員会

2018年度  卒業予定者紹介
2018年度  ご卒業の皆さんを紹介致します。

永田　泰之 君
入会：2016年１月
総務広報委員会

桑原賢史朗 君
入会：2012年１月
会員研修委員会

湯浅　大樹 君
入会：2012年１月
地域振興委員会

東雲　知世 君
入会：2014年１月
副理事長 兼 人財の未来創造室 室長

津幡　美紀 君
入会：2015年１月
アカデミー委員会 副委員長

天内　健吾 君
入会：2015年１月
教育創造委員会 副委員長

舟山　涼真 君
入会：2016年１月
地域協働委員会

角谷　徹平 君
入会：2012年１月
地域振興委員会 委員長

高橋　雄太 君
入会：2008年１月
理　事　長

市川　　誠 君
入会：2009年１月
地域協働委員会

黒部　一哉 君
入会：2009年１月
アカデミー委員会 委員長

山本　英和 君
入会：2010年１月
直前委員長

小椋　意将 君
入会：2010年１月
会員研修委員会 副委員長

2019年度 新入会員募集中新入会員募集中
　新入会員の情報を募集しています。友人・知人・仕事関係の方で情報がございましたら是非
現役メンバーにお声がけください。メンバー全員が会員拡大プロジェクトメンバーです。日頃より
現役メンバーを温かく見守り、ご支援いただいておりますＯＢ会員の皆様から一つでも多くの情
報をお待ちしております。

公益社団法人 北見青年会議所
〒090-0065 北海道北見市寿町3丁目1-19
TEL.0157-24-2762　FAX.0157-24-2769

http://www.kitamijc.or.jp　E-mail:info@kitamijc.or.jp

「
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
夢
を
描
き
行
動
す
る
人
財
と
な
る
」



地域協働委員会 委員長 今　井　康　暁
　５月には『防災における人的ネットワーク構築に向けて』と題して、北見市防災危機管理課様
と北見市社会福祉協議会様と有事の際に（公社）北見青年会議所が何をできるかを考える例会を開
催し、人的ネットワークの構築を行いました。
　10月は第10回北見ハーフマラソン大会を開催予定でしたが、台風の影響により中止になること
もあると実感させられた大会となりました。中止は誠に残念ではありましたが、運営上判断は結
果的には妥当であったと考えています。
　先輩諸氏、LOMメンバーやいろいろな方に支えられながら一年間過ごすことができました。
ありがとうございました。

総務広報委員会 委員長 木　内　寿　樹
　本年度、総務広報委員会委員長を務めさせていただきました。総務広報委員会では、ＬＯＭ支
え礎を築いていくという気概を持ち、円滑な総務運営と迅速且つ効果的な情報発信を心がけて一
年間活動してまいりました。本年の活動を通じて先輩諸氏の皆様からのご理解、ご協力、ご支援
そしてＬＯＭメンバーの多大な理解があったからこそ一年間での学びや気づきを得ることができ、
成長へとつなげさせていただくことができました。最後となりますが、日頃から（公社）北見青年
会議所の運動にご理解をいただきます先輩諸氏の皆様、そして、日々ＬＯＭの活動を共に行って
いる仲間の友情に深く感謝申し上げます。１年間ありがとうございました。

地区大会特別委員会 委員長 堀　江　雄　介
　本年、地区大会特別委員会の委員長として2019年度第68回北海道地区大会北見大会へ向け

LOMメンバーが一丸となり実働へ向けた一歩を踏み出すべく１年間活動を行なってきました。

この2019年度が組織にとって大きな変革をもたらす年となることは必至です。委員会運営及び事

業構築にあたり多大なるご支援、ご協力いただきました先輩諸氏の皆様に感謝を申し上げご挨拶

に代えさせていただきます。ありがとうございました！

教育創造委員会 委員長 石　山　博　行
　本年度、教育創造委員会では地域の魅力を感じる青少年育成事業を通して、様々な出会いや仲
間と協力し、一つのことをやり遂げる体験から豊かな「心」を育むために2つの事業構築とオ
ホーツクきたみ学生連合を支援してきました。
　小学生高学年を対象に２月に北見の冬の魅力と楽しさを伝えるために「JOY 冬 アドベン
チャー」を開催させていただきました。
 また、８月にはオホーツクきたみ学生連合が主管となり「平成最後のアオハル スプラッシュ
フェス」を開催させていただきました。２つの事業を開催するにあたり多くの先輩諸氏にご協力
いただきましたこと略儀ながらまずは書面にてお礼申し上げます。１年間大変お世話になりました。

地域振興委員会 委員長 角　谷　鉄　平
　本年度、地域振興委員会ではまちおこしをテーマに一年間活動してまいりました。４月例会で
は、まちおこしのためにこの地域にふさわしい道の駅はどの様なものがあるのかを地域住民と話
し合い、意見をまとめました。
　７月例会、第65回北見ぼんちまつりでは、ぼんちまつりを通じて地域を盛り上げる熱い気持ち
を、LOMメンバーと地域住民が一丸となって滾らせ事業を展開することができました。ぼんち
まつりを開催するにあたり、地域住民の方々やLOMメンバーの方々に本当に多くの協力をいた
だきました。地域の振興、まちおこしについて委員会メンバー一同多くの学び、一年間、楽しん
で事業を展開することができました。委員会メンバー、LOMメンバー、地域住民の皆様に感謝
申し上げます。本当にありがとうございました。

会員研修委員会 委員長 猪　狩　文　也
　本年度、会員研修委員会は「意識改革！～誰もが憧れるリーダーへ～」をテーマに掲げ誰もが
憧れるリーダーを目指し３回の例会とセミナーの開催をいたしました。３月にはリーダーシップ、
フォロワーシップの役割を体育館にて、体を使い実践から学ぶ例会を構築し、より身に付きやす
い工夫をいたしました。６月・11月には100％例会を目指しましたが、達成できなく悔しい思い
で一杯です。また委員長という大役をできることがあれば100％例会を達成したいと思います。
　ご協力いただきました先輩諸氏の皆様、熱い友情で支えて頂いたLOMメンバーの皆様、心より
感謝申し上げます。１年間ありがとうございました。

アカデミー委員会 委員長 黒　部　一　哉
　入会年度のメンバーには、青年会議所の基礎を学んでいただき、地域に対して活躍する事ので

きるメンバーの育成から、組織の発展に繋げていく事を目指して１年間取り組んでまいりました。

それぞれが家庭や会社など忙しい中、効率よく青年会議所を伝えて行くにはどうすれば良いか難

しく感じる事もありましたが、沢山のメンバーや先輩諸氏の皆様のご協力をいただく事で何とか

この時期を迎える事ができました。多くの皆様にお世話になった事、沢山の学びを下さった事に

感謝を申し上げます。誠に有難うございました。

　９年間のＪＣライフ最後の１年をLOMのサポート役である直前理事長として過ごさせていただきました。
また、北海道地区協議会にも道東エリア担当副会長として出向させていただき、多くの仲間に出会うことが
できました。
　2019年は、北海道地区大会を主管する年です。この北見の地から北海道の変革につなげる大きなインパク
トを残していただけることを期待すると共に在任中お世話になりました先輩諸兄に心からの感謝を申し上げ
ます。

2019年度直前理事長　山　本　英　和

　出向者連絡会議議長として一年間活動させていただきました。
本年度、「総力結集 ！～ 学びと気づきを LOM の力へ～」をテーマに掲げ、多くの出向者を輩出し、LOM の発
展のため役割と責任のもと（公社）日本青年会議所及び北海道地区協議会の各事業、諸会議への参加や他 LOM
との交流を図って参りました。
　３月第 1 例会　２LOM 合同例会では、永きに亘り開催されてきた合同例会の歴史を振り返り、開催する意義

や必要性を再認識するとともに、北方領土問題について共に学ぶ機会をつくることができました。一年間を通じて、返還実現に向けた後
押しにつなげるため世論の結集を図り、当事者意識を持って北方領土返還要求署名運動を推進することができました。ご支援、ご協力い
ただきました先輩諸氏の皆様、共に活動してきたメンバーの皆様に心より感謝申し上げます。一年間本当にありがとうございました。

議　　長　村　 口　　　悟

2018年度  直前理事長  御礼2018年度  直前理事長  御礼

2018年度  各委員会  御礼2018年度  各委員会  御礼

出向者連絡会議  御礼出向者連絡会議  御礼


